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　「
瓶
花
」
と
は
文
字
通
り
瓶
に
活
け
ら
れ
た
花
を
指
し
、
詩
語
と
し
て
の
使
用
は
お
そ
ら
く
北
宋
・
皇
祐
元
年
（
一
〇
四
九
）
の
進
士
・

俞
瑊
が
閑
居
の
愉
し
み
を
詠
っ
た
「
村
居 

何
の
楽
し
む
と
こ
ろ
ぞ
、
我
は
愛
す 

読
書
堂
。
階
草 

窓
を
侵
し
て
潤
い
、
瓶
花 

硯
に
落
ち

て
香
し
（
村
居
何
所
樂
、
我
愛
讀
書
堂
。
階
草
侵
窗
潤
、
瓶・

・花
落
硯
香
）
」（
「
中
山
別
墅
」、『
全
宋
詩
』
巻
五
一
四
）
に
は
じ
ま
る
。
し

か
し
、
切
り
花
を
花
器
に
挿
す
、
あ
る
い
は
盛
る
と
い
う
習
俗
は
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
、
初
期
は
宗
教
儀
礼
の
一
部
と
し
て
、
ま
た

次
に
は
宮
殿
な
ど
を
装
飾
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
、
さ
ら
に
は
美
的
鑑
賞
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
詩
に
つ
い
て
言
え
ば
、
北
周
・

庾
信
の
「
杏
花
」（
『
庾
子
山
集
』
巻
四
）
に
既
に
、「
依
稀
と
し
て
村
塢
に
映
じ
、
爛
漫
と
し
て
山
城
に
開
く
。
好
し
折
り
て
賓
客
を
待
た
ん
、

金
盤 

紅
瓊
〔
赤
い
宝
玉
、
杏
花
の
こ
と
〕
に
襯
た
り
（
…
…
依
稀
映
村
塢
、
爛
漫
開
山
城
。
好
折
待
賓
客
、
金
盤
襯
紅
瓊
）
」
と
、
野
辺
か
ら

剪
り
帰
っ
て
金
盤
に
盛
ら
れ
た
杏
花
の
美
し
さ
が
詠
わ
れ
て
お
り

（
1
）

、
少
な
く
と
も
魏
晋
南
北
朝
の
時
代
に
は
、
一
つ
の
習
俗
と
し
て
存
在

し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
隋
唐
以
後
は
、
園
林
文
化
の
士
大
夫
層
へ
の
浸
透
と
と
も
に
花
の
愛
好
、
ま
た
鑑
賞
が
広
ま
り
、
唐
末
に
は
室

内
に
置
い
て
鑑
賞
す
る
際
の
花
の
扱
い
に
つ
い
て
記
し
た
羅
虬
『
花
九
錫
』
や
、
沈
香
な
ど
の
御
香
と
花
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
に
つ
い
て

論
じ
た
南
唐
・
韓
熙
載
の
「
五
宜
説
」
な
ど
の
著
述
が
現
れ
た
。
北
宋
以
降
は
、
花
卉
栽
培
の
発
展
や
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
、
花

を
室
内
―
―
と
り
わ
け
士
大
夫
た
ち
の
「
書
斎
」
―
―
で
鑑
賞
す
る
行
為
が
さ
ら
に
広
ま
る

（
2
）

。
そ
の
広
ま
り
の
一
端
を
示
す
の
が
「
瓶
花
」

を
描
い
た
詩
の
増
加
で
あ
り
、
そ
れ
は
南
宋
に
入
っ
て
特
に
顕
著
で
あ
る
。

　
本
論
考
は
、
宋
代
の
「
瓶
花
」
詩
を
、
詠
物
詩
と
し
て
で
は
な
く
、
小
空
間
を
描
い
た
作
品
群
の
一
つ
と
位
置
づ
け
、「
瓶
花
」
の
あ
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る
情
景
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
中
で
「
花
」
と
「
我
」、
あ
る
い
は
「
物
」
と
「
我
」
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
詠

ま
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
主
に
南
宋
の
作
品
群
を
中
心
に
初
期
的
な
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
論
考
中
、「
瓶
花
」
を
主
題
と
す
る

も
の
、
ま
た
は
そ
の
語
を
含
ん
だ
表
現
を
詩
中
に
も
つ
も
の
を
瓶
花
詩
と
呼
び
た
い
と
思
う
。「
瓶
」
は
広
く
花
器
を
言
う
も
の
と
す
る
。

　「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
は
ど
の
よ
う
に
詠
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
じ
め
に
南
宋
・
鄭
剛
中
（
一
〇
八
八
―
一
一
五
四
）
が
、

酴
釄
を
詠
っ
た
作
品
「
清
明
前 

風
雨
旬
を
兼
ね
、
城
外
の
桃
李 

在
る
者
無
し
、
書
室
中 

酴
醿
一
瓶
有
り
、
之
を
置
く
こ
と
甚
だ
久
し
。

蓋
し
風
雨
の
及
ば
ざ
る
所
な
れ
ば
な
り
、
為
に
五
韻
を
賦
す
（
清
明
前
風
雨
兼
旬
城
外
桃
李
無
在
者
書
室
中
有
酴
醿
一
缾
置
之
甚
久
蓋
風

雨
所
不
及
也
爲
賦
五
韻
）
」（
『
全
宋
詩
』
巻
一
六
九
七
）
を
み
て
み
た
い
。
酴
釄
は
、
蘇
軾
が
「
酴
釄 

春
を
争
わ
ず
、
寂
寞
と
し
て
開

く
こ
と
最
も
晩
し
（
酴
醾
不
爭
春
、
寂
寞
開
最
晚
）
」（
「
杜
沂
游
武
昌
以
酴
醾
花
菩
薩
泉
見
餉
二
首
」
其
一
、『
合
註
』
巻
二
〇
）
と
述
べ

た
よ
う
に
、
晩
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
咲
く
バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
（
和
名
は
ト
キ
ン
イ
バ
ラ
）。
う
す
緑
を
帯
び
た
八
重
咲
の
白
い
花
を

つ
け
る
。
宋
人
に
愛
さ
れ
た
花
の
一
つ
で
あ
る

（
3
）

。

素
質
吐
孤
芳
　
柔
條
敷
瘦
綠
　
　
素
質 
孤
芳
を
吐
き
、
柔
条 

痩
緑
を
敷
く

誰
將
刻
楮
手
　
作
此
數
蕤
玉
　
　
誰
か
刻
楮
の
手
を
将
て
、
此
の
数
蕤ず

い

玉ぎ
ょ
くを

作
る

園
林
烟
雨
多
　
百
卉
飛
蔌
蔌
　
　
園
林 

烟
雨
多
く
、
百
卉 

飛
ぶ
こ
と
蔌そ

う
そ
う蔌

た
り

小
室
偶
深
靜
　
花
意
猶
清
淑
　
　
小
室 

偶
た
ま
深
静
に
し
て
、
花
意 

猶
お
清
淑

置
之
硯
席
間
　
鼻
觀
常
芬
馥
　
　
之
を
硯
席
の
間
に
置
け
ば
、
鼻
観 

常
に
芬
馥
た
ら
ん

　
柔
ら
か
に
た
わ
む
緑
の
枝
に
咲
い
た
白
い
花
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
名
手
（
「
刻
楮
手
」
）
が
彫
り
出
し
た
玉
の
細
工
の
よ
う
に
、
枝
か
ら

垂
れ
て
い
る
。
第
三
・
四
句
は
、
天
地
自
然
の
働
き
が
生
み
出
し
た
美
の
精
緻
さ
へ
の
驚
き
を
、
人
為
に
喩
え
る
こ
と
で
逆
説
的
に
強
調
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
時
は
晩
春
、
庭
は
霧
雨
の
到
来
多
く
、
春
の
花
々
は
次
々
と
散
っ
て
い
く
が
、
奥
ま
っ
た
静
か
な
小
室
に
置
か
れ
た

瓶
花
は
い
ま
な
お
清
々
し
い
香
り
を
放
っ
て
い
る
。
最
後
の
句
に
み
え
る
「
鼻
観
」
は
も
と
仏
教
の
観
想
法
を
い
う
こ
と
ば
、
こ
こ
で
は
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単
に
鼻
孔
も
し
く
は
嗅
覚
を
い
う
。
最
後
の
二
句
は
、
こ
の
瓶
花
を
机
の
上
に
置
け
ば
、
読
書
や
詩
作
の
傍
ら
で
い
つ
ま
で
も
豊
か
に
香
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
の
意
で
あ
る
。
作
者
は
自
ら
の
「
書
室
」（
書
斎
）
を
「
小
室
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
よ
う
に
書
斎
を
殊
更
に
「
小
さ
な
部

屋
」
と
呼
び
な
す
語
は
他
に
も
「
容
膝
」「
丈
室
」「
斗
室
」
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
宋
以
後
に
用
例
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

陸
游
（
一
一
二
五
―
一
二
〇
九
）
は
文
字
通
り
「
小
室
」（
『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
六
）
と
題
し
た
詩
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

小
室
僅
容
膝
　
焚
香
觀
昨
非
　
　
小
室 

僅
か
に
膝
を
容
れ
、
香
を
焚
い
て
昨
非
を
観
る

出
門
寧
有
碍
　
知
我
正
須
希
　
　
門
を
出
づ
る
に
寧
ぞ
碍
有
ら
ん
や
、
我
を
知
る
も
の
正
に
須
く
稀
な
る
べ
し

霜
橘
爭
棋
樂
　
仙
壺
賣
藥
歸
　
　
霜
橘 

棋
を
争
い
て
楽
し
み
、
仙
壺 

薬
を
売
り
て
帰
る

平
生
釣
竿
手
　
不
解
叩
黃
扉
　
　
平
生 

釣
竿
の
手
、
黄
扉
を
叩
く
を
解
せ
ず

（
4
）

　「
霜
橘 

棋
を
争
い
て
楽
し
み
」「
仙
壺 

薬
を
売
り
て
帰
る
」
は
、
い
ず
れ
も
小
さ
な
世
界
に
無
限
の
愉
し
み
が
あ
り
、
別
天
地
が
広
が

る
こ
と
を
い
う
こ
と
ば
。
前
者
は
あ
る
人
が
庭
の
橘
の
実
を
割
っ
た
と
こ
ろ
中
で
二
人
の
老
人
が
囲
碁
を
し
て
い
た
と
い
う
い
所
謂
「
橘

中
楽
」「
橘
中
戯
」
の
故
事
（
『
玄
怪
録
』
）
に
も
と
づ
く
。
後
者
は
『
後
漢
書
』
方
術
列
伝
に
み
え
る
逸
話
で
、
薬
売
り
の
翁
に
身
を

や
つ
し
た
仙
人
が
店
に
一
壺
を
掛
け
、
市
が
終
わ
る
と
そ
の
壺
の
な
か
に
帰
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
目
に
と
め
た
費
長
房
が
後
を
つ
け
て

壺
の
な
か
に
入
っ
て
い
く
と
、
小
さ
な
壺
の
な
か
に
別
世
界
が
あ
っ
た
と
い
う
「
壺
中
天
」
の
故
事
に
よ
る
も
の
。
同
時
代
の
楊
万
里

（
一
一
二
二
―
一
二
〇
六
）
に
も
ま
た
「
一
室 

膝
を
容
れ
る
の
み
も
、
万
壑
を
納
め
て
余
り
有
り
。
一
几 

塵
を
凝
る
の
み
も
、
千
古
を

載
せ
て
重
か
ら
ず
（
一
室
容
膝
、
納
萬
壑
而
有
餘
。
一
几
凝
塵
、
載
千
古
而
不
重
）
」（
「
趙
平
甫
幽
居
八
操
」
其
二
「
我
娛
齋
操
」、『
誠

齋
集
』
巻
四
五
）
の
語
が
あ
る
。
瓶
花
詩
に
話
を
も
ど
せ
ば
、
た
と
え
ば
張
埴
（
生
没
年
不
詳
、
十
三
世
紀
半
ば
）
は
春
の
瓶
花
を
自
ら

の
「
幽
伴
」（
幽
居
の
友
）
と
呼
ん
で
「
南
窓
の
下
に
燕
坐
し
、
欣
然
た
り 

幽
伴
を
得
る
こ
と
。
盈
盈
た
り 

菩
薩
の
面
、
一
た
び
莞
い

て
几
案
に
生
ず
。
恍
如
と
し
て
空
中
よ
り
堕
ち
、
我
が
丈・

・室
に
著
く
を
看
る
（
…
燕
坐
南
窗
下
、
欣
然
得
幽
伴
。
盈
盈
菩
薩
面
、
一
莞
生

几
案
。
恍
如
空
中
墮
、
著
我
丈
室
看
。
…
）
」（
「
春
日
瓶
花
」、『
全
宋
詩
』
巻
三
四
四
五
）
と
詠
っ
た
。
こ
の
「
丈
室
」
は
文
字
通
り
に

は
一
丈
四
方
の
小
さ
な
部
屋
を
い
う
が
、
そ
の
僅
か
一
丈
四
方
に
無
数
の
観
衆
―
―
あ
る
い
は
広
大
無
辺
の
世
界
―
―
を
納
め
得
た
と
い
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う
「
維
摩
の
丈
室
」（
『
維
摩
経
』
文
殊
師
利
問
疾
品
）、
ま
た
そ
の
丈
室
に
天
女
が
現
れ
花
を
振
り
撒
い
た
と
こ
ろ
、
菩
薩
の
上
に
散
っ

た
花
（
こ
こ
で
は
「
煩
悩
」
の
意
を
も
つ
）
は
す
べ
て
身
に
着
く
こ
と
な
く
堕
ち
た
の
に
対
し
、
弟
子
た
ち
の
上
に
ふ
り
か
か
っ
た
花
は

身
に
着
い
て
堕
ち
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
話
柄
（
同
・
観
衆
生
品
）
を
踏
ま
え
、
室
内
に
置
か
れ
た
花
と
仏
教
を
介
し
た
縁
語
を
形
成
し

て
い
る
。
陳
与
義
（
一
〇
九
〇
―
一
一
三
八
）
の
い
う
「
画
取
す 

維
摩
室
中
の
物
、
小
瓶
の
春
色 

一
枝 

斜
め
な
り
（
畫
取
維
摩
室
中
物
、

小
瓶
春
色
一
枝
斜
…
）
」（
「
梅
花
二
首
」
其
二
、『
簡
齋
集
』
巻
一
五
）
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
宋
詩
に
描
か
れ
る
瓶
花
の
多
く
は
、
そ
の
鑑

賞
の
場
と
し
て
書
斎
と
い
う
小
空
間
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
5
）

。

　
先
に
み
た
よ
う
に
、
鄭
中
剛
は
瓶
花
を
外
界
の
風
雨
か
ら
隔
絶
し
た
「
深
静
」
な
「
小
室
」
に
置
い
て
み
せ
た
。
し
か
し
瓶
花
の
あ
る
「
小

室
」
は
、
単
に
物
理
的
に
閉
ざ
さ
れ
、
切
り
取
ら
れ
た
場
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
瓶
花
の
あ
る
情
景
は
し
ば
し
ば
雨
や
雪
・
夜
と
い
っ
た

時
間
の
な
か
で
描
か
れ
、
い
わ
ば
自
閉
的
な
時
空
を
形
作
っ
て
い
る
。
そ
の
典
型
の
一
つ
と
し
て
、
李
彌
遜
（
一
〇
八
九
―
一
一
五
三
）

の
「
案
上
の
梅
（
案
上
梅
）
」（
『
全
宋
詩
』
巻
一
七
一
〇
）
を
み
て
み
よ
う
。

橫
枝
當
案
雪
未
融
　
夜
窗
印
月
影
若
空
　
　
横
枝 

案
に
当
た
り 

雪 

未
だ
融
け
ず
、
夜
窗 

月
を
印
す
も 

影 

空
し
き
が
若
し

人
憐
太
瘦
不
奈
冷
　
自
抱
幽
獨
無
愁
容
　
　
人
太
だ
痩
せ
て
冷
に
奈た

え
ざ
る
を
憐
れ
む
も
、
自
ら
幽
独
を
抱
い
て
愁
容
無
し

春
風
雜
花
豈
不
好
　
一
笑
難
與
孤
芳
同
　
　
春
風
の
雑
花 

豈
に
好
か
ら
ず
や
、
一
笑
す
れ
ば
孤
芳
と
同
じ
き
こ
と
難
し

寧
來
作
伴
管
城
子
　
靜
炷
沉
水
聽
號
松
　
　
寧
ろ
来
た
り
て
管
城
子
に
伴
と
作
り
、
静
か
に
沈
水
を
炷
し 

松
に
号な

る
を
聴
く

　
静
か
な
夜
で
あ
る
。
消
え
残
る
雪
の
反
映
、
紙
窓
に
映
る
月
の
淡
い
光
。
詩
は
最
初
の
二
句
で
既
に
、
実
在
感
の
乏
し
い
空
虚
な
世
界

を
描
き
だ
す
。
そ
の
世
界
の
堪
え
が
た
い
寒
気
の
な
か
、
案
上
に
置
か
れ
た
梅
の
花
。
一
た
び
花
開
け
ば
、
春
に
綻
ぶ
ど
の
よ
う
な
花
々

も
及
ぶ
べ
く
な
い
そ
の
孤
高
の
美
は
い
ま
、
あ
た
か
も
自
ら
そ
れ
を
選
び
と
っ
た
か
の
よ
う
に
こ
こ
で
私
の
筆
（
「
管
城
子
」
）
に
寄
り

添
っ
て
い
る
。
戸
外
の
風
の
音
を
聴
き
な
が
ら
、
私
は
そ
っ
と
香
炉
に
火
を
と
も
す
。
最
後
の
一
句
、
所
作
は
静
か
だ
が
、
内
心
は
風
に

鳴
る
松
の
声
の
よ
う
に
、
何
か
猛
る
も
の
が
あ
り
、
い
ま
ま
さ
に
そ
の
猛
る
思
い
を
筆
に
託
さ
ん
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
風
の
音
が



五
五

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

書
き
込
ま
れ
て
も
な
お
詩
全
体
を
覆
う
静
け
さ
と
、
そ
の
な
か
で
経
過
す
る
夜
の
時
間
が
、
案
上
の
梅
の
孤
高
と
そ
れ
に
向
き
合
う
人
の

心
象
を
通
し
て
描
か
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
世
と
隔
絶
し
た
作
品
世
界
が
形
作
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
閉
的
な
時
空
は
、
他
に
も
例
え
ば
韓
淲
（
一
一
五
九
―
一
二
二
四
）
の
「
野
趣
軒
に
て
夜
坐
し
て
茶
栗
を
煮
る
、
瓶
中

の
木
犀
香
る
こ
と
甚
だ
し
（
野
趣
軒
夜
坐
煮
茶
栗
瓶
中
木
樨
香
甚
）
」（
『
全
宋
詩
』
巻
二
七
六
二
）
な
ど
に
も
同
様
に
み
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
詩
題
か
ら
し
て
既
に
そ
の
時
間
が
夜
で
あ
る
こ
と
、
茶
や
栗
を
煮
る
室
内
は
暖
か
く
閉
ざ
さ
れ
て
、
秋
の
花
・
木
犀
が
強
く
香
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

窗
靜
明
燈
看
木
樨
　
秋
聲
吹
雨
欲
凄
凄
　
　
窓
は
静
か 

灯
を
明
し
て
木
犀
を
看
れ
ば
、
秋
声 

吹
雨 

凄
凄
た
ら
ん
と
欲
す

餘
凉
倍
覺
花
撩
亂
　
盡
夜
尤
宜
葉
整
齊
　
　
余
涼 

倍
ま
す
覚
ゆ 

花
の
撩
乱
た
る
、
尽
夜 

最
も
宜
し 

葉
の
整
斉
た
る

瓶
浸
冷
香
書
案
小
　
座
圍
幽
艷
屋
山
低
　
　
瓶
は
冷
香
を
浸
し
て
書
案
小
さ
く
、
座
は
幽
艶
を
囲
み
て
屋
山
低
し

…
…

　
韓
淲
は
字
・
仲
止
、
詩
人
・
韓
元
吉
の
子
で
、
上
饒
・
渓
南
（
現
在
の
江
西
省
）
の
南
屏
山
に
寓
居
し
た
。
辛
棄
疾
や
王
安
石
の
注
釈

者
・
李
壁
と
も
交
友
が
あ
っ
た
人
物

（
6
）
。「
野
趣
軒
」
は
作
者
の
作
品
に
し
ば
し
ば
詠
わ
れ
る
場
所
、
山
中
の
寓
居
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

夜
、
ひ
っ
そ
り
と
静
か
な
室
内
で
灯
り
を
と
も
し
、
木
犀
の
花
を
眺
め
る
。
外
で
は
い
ま
し
も
秋
の
風
雨
が
冷
た
さ
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
室
内
に
忍
び
込
む
外
気
の
冷
た
さ
の
中
、
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
乱
れ
咲
く
花
の
す
が
た
は
ま
す
ま
す
心
に
強
く
感
じ
ら
れ
、
夜
通
し

萎
れ
る
こ
と
も
な
く
す
っ
き
り
と
揃
う
そ
の
葉
を
好
ま
し
く
思
う
。
五
句
・
六
句
は
木
犀
を
「
冷
香
」、「
幽
艶
」
と
呼
び
、
閉
ざ
さ
れ
た

部
屋
の
小
さ
な
机
の
上
で
咲
く
花
の
清
艶
さ
、
あ
る
い
は
花
の
放
つ
強
い
存
在
感
が
小
さ
な
空
間
を
圧
倒
し
て
い
よ
い
よ
小
さ
く
感
じ
さ

せ
る
こ
と
を
描
く
。
い
ず
れ
の
詩
も
、
単
に
物
理
的
に
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
の
み
で
は
な
い
、
自
閉
あ
る
い
は
自
足
す
る
時
空
が
あ

り
、
そ
の
中
で
花
は
人
に
寄
り
添
い
、
ま
た
人
は
花
と
向
き
合
っ
て
い
る
の
が
み
て
と
れ
よ
う
。

　
さ
ら
に
言
え
ば
、
瓶
花
詩
で
は
、
そ
の
情
景
の
な
か
に
い
る
人
も
ま
た
「
幽
人
」
や
「
散
人
」、
あ
る
い
は
病
み
つ
い
た
者
、
世
界
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
人
（
多
く
は
自
己
）
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
病
み
て
幽
窓
に
著
く 

知
ん
ぬ
幾
日
ぞ
、
瓶
花 

両
た
び
見
る 

木
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犀
の
開
く
を
（
病
著
幽
窗
知
幾
日
、
瓶
花
兩
見
木
犀
開
）
」（
范
成
大
「
巖
桂
三
首
」
其
一
、『
石
湖
集
』
巻
二
四
）、「
自
ら
疎
花
を
折
り
て

小
瓶
に
挿
す
、
酔
眠 

明
月 

騒
経
を
読
む
。
白
雲 

也
た
幽
人
の
意
を
識
り
、
分
け
与
う 

秋
山
一
半
の
青
（
自
折
疏
花
插
小
瓶
、
醉
眠
明
月

讀
騷
經
。
白
雲
也
識
幽
人
意
、
分
與
秋
山
一
半
青
）
」（
陳
必
復
「
幽
興
」、『
全
宋
詩
』
巻
三
四
四
九
）、「
書
有
り
史
有
り 

聊
か
眼
を
遮
り
、

半
瓦 
半
茅 
還
た
是
れ
家
。
道
う
莫
か
れ
幽
人
用
を
受
く
る
こ
と
無
か
ら
ん
と
、
銅
瓶 

徧
く
挿
す 

木
犀
の
花
（
有
書
有
史
聊
遮
眼
、
半
瓦

半
茅
還
是
家
。
莫
道
幽
人
無
受
用
、
銅
瓶
徧
插
木
犀
花
）
」（
陶
夢
桂
「
書
事
」、
同
巻
二
九
五
六
）、
あ
る
い
は
方
逢
振
「
風
潭
精
舍
月
夜

偶
成
」（
同
巻
三
五
八
三
）
の
「
茅
屋 

三
間 

一
塢
の
雲
、
此
の
窩 

真
に
吾
が
神
を
養
う
に
足
る
。
知
ら
ず
鹿
を
逐
い
蛇
を
断
つ
の
手
、
但

だ
見
る
花
落
ち
鳥
啼
く
春
。
石
几 

梅
瓶 

水
を
添
う
れ
ば
活
、
地
炉 

茶
鼎 

泉
を
煮
て
新
た
。
古
今 

天
地 

何
ぞ
窮
尽
せ
ん
、
我 

其
の
間
に

散
人
と
作
る
を
愧
ず
（
茅
屋
三
間
一
塢
雲
、
此
窩
真
足
養
吾
神
。
不
知
逐
鹿
斷
蛇
手
、
但
見
落
花
啼
鳥
春
。
石
几
梅
瓶
添
水
活
、
地
爐
茶

鼎
煮
泉
新
。
古
今
天
地
何
窮
盡
、
愧
我
其
間
作
散
人
）
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
何
も
な
い
自
己
の
、
何
も
起
こ
ら
な
い
日
常
、
世
界
の

片
隅
で
ひ
っ
そ
り
と
続
く
そ
の
営
み
の
な
か
に
、
瓶
花
は
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
陳
与
義
「
西
軒
」（
『
簡
齋
集
』
巻
六
）
は
詩
人
四
十
七
歳

の
作

（
7
）

。
隠
棲
の
志
を
叶
え
、
幽
居
し
て
独
り
歩
む
「
歳
暮
」（
老
境
）
の
人
の
、
目
に
映
る
景
色
も
そ
の
心
情
も
、
す
べ
て
が
淡
く
薄
く
、

や
が
て
闇
に
沈
ん
で
ゆ
く
前
の
時
間
に
、
た
だ
一
つ
窓
辺
に
「
窈
窕
」
と
咲
く
瓶
花
の
紅
を
点
出
し
て
深
い
印
象
を
残
す
作
品
で
あ
る
。

平
生
江
海
志
　
歲
暮
僧
廬
中
　
　
平
生 

江
海
の
志
、
歳
暮 

僧
盧
の
中

虛
齋
時
獨
步
　
遡
此
西
窗
風
　
　
虚
斎 

時
に
独
り
歩
め
ば
、
此
に
遡む

か

う 

西
窓
の
風

初
夏
氣
未
變
　
幽
居
念
方
沖
　
　
初
夏 

気 

未
だ
変
ぜ
ず
、
幽
居 

念お
も

い
方
に
沖あ

わ

し

三
日
無
客
來
　
門
外
生
蒿
蓬
　
　
三
日 

客
の
来
た
る
無
く
、
門
外 

蒿
蓬
生
ず

輕
陰
映
夕
幌
　
窈
窕
瓶
花
紅
　
　
軽
陰 

夕
幌
に
映
じ
、
窈
窕
た
り
瓶
花
の
紅

未
知
古
今
士
　
誰
與
此
心
同
　
　
未
だ
知
ら
ず
　
古
今
の
士
、
誰
か
此
の
心
を
同と

も

に
せ
ん
と

　
第
三
句
「
虚
斎
」
は
『
荘
子
』
人
間
世
に
み
え
る
「
虚
室 

白
を
生
ず
（
虚
室
生
白
）
」
の
「
虚
室
」（
何
も
な
い
が
ら
ん
と
し
た
部
屋
）

と
同
じ
意
で
あ
ろ
う
。
暦
の
上
で
は
夏
だ
が
、
あ
た
り
に
は
ま
だ
晩
春
の
気
配
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
幽
居
す
る
人
の
心
は



五
七

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

穏
や
か
で
、
も
は
や
春
の
終
わ
り
を
嘆
く
こ
と
も
な
い
（
「
初
夏 

気 

未
だ
変
ぜ
ず
、
幽
居 

念
い
方
に
沖
し
」
）。
訪
な
う
人
も
な
い
住
ま

い
は
、
日
に
日
に
深
い
叢
に
閉
ざ
さ
れ
て
ゆ
く
。
戸
外
の
日
の
陰
り
、
夕
陽
さ
す
窓
辺
の
簾
（
「
軽
陰 

映
夕
の
幌
」
）。
ふ
と
み
る
と
そ
こ

に
春
の
名
残
り
を
留
め
て
あ
で
や
か
に
咲
く
瓶
花
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
西
の
窓
辺
に
立
つ
人
の
目
に
映
っ
た
実
景
か
も
知
れ
な
い
が
、
目

に
映
る
情
景
が
認
識
の
反
映
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
情
景
は
限
り
な
く
心
象
風
景
に
近
い
。
何
も
な
い
部
屋
、
何
も
起
こ
ら

な
い
日
常
の
、
闇
に
沈
み
ゆ
く
時
間
に
、
た
だ
一
つ
紅
を
残
す
花
。
自
足
と
も
悔
恨
と
も
つ
き
か
ね
る
情
緒
の
な
か
に
花
は
咲
い
て
い
る
。

　
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
の
中
で
そ
の
存
在
が
一
層
強
く
意
識
さ
れ
る
か
ら
だ
ろ
う
か
、
花
の
香
気
へ
の
驚
き
を
い
う
瓶
花
詩
は
と
て
も
多

い
。
た
と
え
ば
范
成
大
（
一
一
二
六
―
一
一
九
三
）
の
「
瓶
花
二
首
」
其
一
（
『
石
湖
詩
集
』
巻
三
二
）
は
、
酔
夢
か
ら
覚
め
て
気
づ
い

た
花
の
香
り
を

水
仙
携
蠟
梅
　
來
作
散
花
雨
　
　
水
仙 

蠟
梅
を
携
え
、
来
た
り
て
散
花
の
雨
を
作
す

但
驚
醉
夢
醒
　
不
辨
香
來
處
　
　
但
だ
酔
夢
の
醒
む
る
に
驚
き
、
弁
ぜ
ず
香
の
来
た
る
処
を

と
詠
ん
で
い
る
。
二
句
目
の
「
散
花
の
雨
」、
こ
こ
で
は
花
散
ら
し
の
雨
で
は
な
く
、
先
に
述
べ
た
維
摩
の
丈
室
の
逸
話
を
踏
ま
え
る
も

の
だ
ろ
う
。
酔
っ
て
眠
る
間
に
部
屋
中
に
満
ち
て
い
た
水
仙
と
蝋
梅
の
香
り
。
そ
の
中
で
、
詩
人
は
知
ら
ず
天
女
の
夢
で
も
み
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
眠
り
か
ら
醒
め
て
も
な
お
自
身
を
包
む
強
い
香
り
に
、
ま
だ
夢
の
続
き
を
み
て
い
る
の
か
と
惑
う
、
そ
の
一
瞬
の
驚
き
を
す

く
い
あ
げ
た
作
品
で
あ
る
。
范
成
大
に
は
他
に
も
、
素
馨
・
末
利
（
い
ず
れ
も
ジ
ャ
ス
ミ
ン
属
、「
末
利
」
は
茉
莉
に
同
じ
）・
木
犀
・
玉

簪
な
ど
香
り
の
強
い
花
を
寄
せ
活
け
し
た
ば
か
り
に
眩
暈
が
し
、
医
者
が
や
っ
て
き
て
取
り
除
か
れ
た
（
「
素
馨
間
末
利
、
木
犀
和
玉
簪
。

醫
來
都
屏
去
、
頭
眩
怕
香
侵
」
）
と
い
う
諧
謔
味
の
あ
る
作
品
「
四
花
」（
同
巻
二
三
）
が
あ
る
。
そ
の
他
、
香
り
に
包
ま
れ
て
仙
人
に
な
っ

た
夢
を
み
た
（
「
清
香
重
透
詩
人
骨
、
半
榻
眠
秋
夢
亦
仙
」
）
と
い
う
宋
末
元
初
・
黄
庚
の
「
枕
邊
瓶
桂
」（
『
全
宋
詩
』
巻
三
六
三
八
）
な
ど
、

室
内
に
置
か
れ
た
花
の
た
だ
な
ら
ぬ
香
り
を
い
う
作
品
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。
次
に
挙
げ
る
の
も
、
そ
う
し
た
作
品
の
一
つ
。
楊
万
里

が
瓶
中
の
梅
花
を
詠
っ
た
作
品
「
瓶
中
梅
花
長
句
」（
全
三
十
句
、『
誠
齋
集
』
巻
七
）
の
う
ち
の
冒
頭
か
ら
十
二
句
ま
で
を
引
く
。
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幽
人
早
作
月
滿
階
　
　
幽
人 

早
に
作お

き
れ
ば 

月 

階
に
満
ち

月
隨
幽
人
登
舫
齋
　
　
月
は
幽
人
に
随
い
て
舫
斎
に
登
る

推
門
欲
開
猶
未
開
　
　
門
を
推
し
て
開
か
ん
と
欲
す
る
も
猶
お
未
だ
開
か
ず

猛
香
排
門
撲
我
懷
　
　
猛
香 

門
を
排
し
て
我
が
懐
を
撲
つ

徑
從
鼻
孔
上
灌
頂
　
　
径
ち
に
鼻
孔
よ
り
上
り
て
頂
き
よ
り
灌
ぎ

拂
拂
吹
盡
髮
底
埃
　
　
払
払
と
吹
き
尽
く
す
髪
底
の
埃

恍
然
墮
我
衆
香
國
　
　
恍
然
と
し
て
我
を
衆
香
国
に
堕
と
し

欲
問
何
祥
無
處
覓
　
　
何
れ
の
祥
か
と
問
わ
ん
と
欲
す
れ
ど
覓
む
る
処
無
し

冥
搜
一
室
一
物
無
　
　
一
室
を
冥
捜
す
る
も
一
物
も
無
し

瓶
裏
一
枝
梅
的
皪
　
　
瓶
裏
の
一
枝 

梅 

的
皪

平
生
爲
梅
判
斷
腸
　
　
平
生 

梅
が
為
に
腸
を
断
つ
を
判
ず
る
も

何
曾
知
渠
有
許
香
　
　
何
ぞ
曽
て
知
ら
ん 
渠
に
許こ

の
香
り
有
ら
ん
と

　
あ
る
日
、
夜
の
明
け
き
ら
ぬ
う
ち
に
目
覚
め
た
詩
人
は
、
書
斎
に
続
く
階
段
を
満
た
す
月
の
光
に
導
か
れ
て
扉
を
開
く
。「
舫
斎
」
は
書

斎
の
こ
と
。
大
海
に
浮
か
ぶ
小
舟
の
ご
と
く
、
寄
る
辺
な
き
身
を
寄
せ
る
さ
さ
や
か
な
居
場
所
の
意
だ
ろ
う
か
。
南
宋
初
の
宰
相
・
李
綱

（
一
〇
八
三
―
一
一
四
〇
）
に
「
陳
公
叙
の
舫
斎
に
題
す
（
題
陳
公
叙
舫
齋
）
」（
『
全
宋
詩
』
巻
一
五
四
九
）
の
詩
が
あ
り
「
一
心
は
百
骸

に
寓
し
、
是
の
身
は
已
に
虚
舟
。
形
を
天
壤
の
間
に
寄
せ
、
大
塊 
日
夜
浮
か
ぶ
。
矧ま

た
玆
の
数
椽
の
屋
、
搆
を
谿
山
の
幽
に
結
ぶ
。
仮
て

舫
を
以
て
名
と
為
せ
ば
、
諦
観 

異
有
る
や
不
や
（
一
心
寓
百
骸
、
是
身
已
虛
舟
。
寄
形
天
壤
間
、
大
塊
日
夜
浮
。
矧
茲
數
椽
屋
、
結
搆
谿

山
幽
。
假
以
舫
爲
名
、
諦
觀
有
異
不
）
」
と
あ
る
。
詩
人
が
そ
の
扉
を
開
き
き
ら
ぬ
間
に
、
た
だ
な
ら
ぬ
香
気
が
、
扉
を
逆
に
押
し
開
く

よ
う
に
猛
然
と
押
し
寄
せ
、
詩
人
の
懐
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ
れ
は
鼻
孔
か
ら
ま
っ
す
ぐ
頭
頂
ま
で
突
き
抜
け
、
頭
上
か
ら
水
を
灌
ぐ

よ
う
に
、
髪
の
底
に
た
ま
っ
た
埃
を
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
吹
き
飛
ば
し
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
詩
人
を
衆
香
国
へ
と
連
れ
去
る
。
何



五
九

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

事
か
と
思
っ
て
も
答
え
を
求
め
る
す
べ
は
な
く
、
部
屋
中
を
探
し
回
っ
て
も
何
一
つ
な
い
―
―
た
だ
一
つ
、
瓶
の
中
に
的
皪
と
咲
く
、
梅

の
一
枝
を
除
い
て
は
。
日
ご
ろ
か
ら
梅
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
自
認
す
る
詩
人
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
香
り
を
も
つ
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
。
第
七
句
「
恍
然
墮
我
衆
香
國
」
は
お
そ
ら
く
北
宋
・
王
安
石
の
「
旱
雲
　
六
月 

林
莽
に
漲
る
と
き
、
我
を
移
し
て
翛
然
と
し
て
洲
渚

に
堕
と
す
（
旱
雲
六
月
漲
林
莽
。
移
我
翛
然
墮
洲
渚
）
」（
「
純
甫
出
釋
惠
崇
畫
要
予
作
詩
」、『
李
壁
注
』
巻
一
）
を
意
識
し
た
こ
と
ば
だ
ろ

う
。
画
僧
・
恵
崇
の
描
く
画
が
、
王
安
石
を
夏
の
盛
り
の
現
実
世
界
か
ら
さ
わ
や
か
な
水
辺
へ
と
連
れ
去
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
た
だ
な
ら

ぬ
香
気
も
ま
た
詩
人
を
別
世
界
「
衆
香
国
」（
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
香
り
を
放
つ
世
界
、『
維
摩
経
』
香
積
品
に
み
え
る
こ
と
ば
）
に
連
れ
去
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
強
い
存
在
感
を
放
つ
香
り
は
し
か
し
、
目
に
見
え
な
い
不
可
視
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
詩
人
は
は
じ
め
、「
一
室

を
冥
捜
す
る
も
一
物
も
無
し
」
と
述
べ
た
。
中
国
詩
の
な
か
で
空
間
を
満
た
す
不
可
視
不
可
触
の
も
の
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
李
白
の
あ

ま
り
に
も
有
名
な
詩
句
「
牀
前 
明
月
の
光
、
疑
う
ら
く
は
是
れ
地
上
の
霜
か
と
」（
「
静
夜
思
」、『
全
唐
詩
』
巻
一
六
五
）
に
あ
る
よ
う
に
、

ま
ず
月
の
光
が
、
そ
し
て
雨
の
音
、
虫
の
す
だ
き
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
。
瓶
花
詩
の
な
か
で
花
の
香
り
も
ま
た
、
か
ら
っ
ぽ
の
空
間
―
―

何
も
な
い
日
常
、
何
も
な
い
人
を
満
た
し
、
時
に
そ
の
時
空
の
質
す
ら
変
え
て
し
ま
う
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
室
内
に
花
が
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
隔
絶
し
た
小
空
間
に
お
け
る
花
と
人
の
接
近
（
も

し
く
は
花
の
細
部
へ
の
接
近
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
物
語
る
も
の
と
し
て
、
引
き
続
き
楊
万
里
の
作
品
の
幾
つ
か
を
み
て
み
た
い

（
8
）

。

　
花
を
愛
し
た
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
楊
万
里
は
、
先
に
引
い
た
「
瓶
中
梅
花
長
句
」
以
外
に
も
多
く
の
瓶
花
詩
を
残
し
て
い
る
。
彼
は

み
ず
か
ら
「
紅
紅
白
白 

看
れ
ど
も
足
ら
ず
、
更
に
山
童
を
し
て
蝋
燭
を
焼
か
し
む
（
紅
紅
白
白
看
不
足
，
更
遣
山
童
燒
蠟
燭
）
」（
「
瓶

中
梅
杏
二
花
」、『
誠
齋
集
』
巻
八
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
飽
く
こ
と
な
く
眼
前
の
花
を
眺
め
、
わ
ず
か
な
時
間
の
経
過
や
光
の
違
い
に
よ

る
些
細
な
変
化
に
も
目
を
留
め
て
作
品
を
詠
ん
だ
。
た
と
え
ば
「
初
夏
即
事
十
二
解
」
其
五
（
同
巻
四
一
）
で
は
瓶
中
の
芍
薬
の
花
び
ら

が
落
ち
る
さ
ま
を
次
の
よ
う
に
詠
っ
て
い
る
。

檻
中
紅
藥
趁
春
歸
　
　
檻
中
の
紅
薬 

春
を
趁お

い
て
帰ゆ

き
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瓶
裏
苛
留
三
兩
枝
　
　
瓶
裏 

苛し

い
て
留
む
三
両
枝

一
片
落
來
能
戀
我
　
　
一
片 

落
ち
来
た
り
て
能
く
我
を
恋
い

葉
梢
閣
住
不
教
飛
　
　
葉
梢 

閣お

き
住と

ど

め
て
飛
ば
し
め
ず

　
い
ま
瓶
に
活
け
ら
れ
て
詩
人
の
眼
前
に
あ
る
の
は
、
春
と
と
も
に
去
っ
た
庭
の
芍
薬
の
最
後
の
数
枝
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
ま

た
間
も
な
く
終
わ
り
の
時
を
迎
え
る
。
後
半
二
句
は
、
こ
ぼ
れ
る
よ
う
に
落
ち
た
花
び
ら
が
、
か
ろ
う
じ
て
枝
の
葉
先
に
留
ま
る
様
子
を

い
っ
た
も
の
。
花
の
終
わ
り
が
、
散
る
定
め
と
引
き
留
め
る
思
い
の
あ
い
だ
に
踏
み
と
ど
ま
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
。

　
ま
た
、「
瓶
中
紅
白
二
蓮
五
首
」
其
二
（
同
巻
一
〇
）
で
は
、
朝
開
い
た
ば
か
り
の
蓮
の
花
が
夕
べ
に
は
凋
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
「
新

た
に
開
く
を
揀
び
得
て
便
ち
折
り
将
く
も
、
忽
然
と
し
て
晩
に
到
り
て
花
房
斂
む
。
只
だ
愁
う
花
斂
め
ば
香
も
還
た
減
ず
る
を
、
来
早
〔
明

朝
〕
重
ね
て
開
け
ば
別
に
是
れ
香
あ
り
（
揀
得
新
開
便
折
將
、
忽
然
到
晚
斂
花
房
。
只
愁
花
斂
香
還
減
、
來
早
重
開
別
是
香
）
」
と
詠
い
、

其
五
に
は
「
荷
花
を
折
り
得
て
我
が
幽
に
伴
い
、
更
に
荷
葉
を
搴
げ
て
花
の
愁
い
に
伴
う
。
孤
芳 

落
ち
ん
と
欲
す
れ
ど
偏
え
に
思
い
多
し
、

一
片 

先
ず
垂
れ
て
半
ば
収
め
ず
（
折
得
荷
花
伴
我
幽
、
更
搴
荷
葉
伴
花
愁
。
孤
芳
欲
落
偏
多
思
、
一
片
先
垂
半
不
收
）
」
と
述
べ
る
。
詩

人
が
新
た
に
開
い
た
花
を
選
び
取
っ
て
き
た
の
は
、
そ
の
香
り
の
故
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
日
暮
れ
に
は
凋
ん
で
し
ま
っ
た
。
明
朝
再

び
開
い
て
も
、
す
で
に
も
と
の
香
り
は
失
わ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
す
る
詩
人
の
愁
い
、
ま
た
落
花
の
さ
ま
を
散
ら
ん
と
し
て
散
り
か

ね
る
変
化
の
相
の
な
か
で
と
ら
え
た
「
一
片 

先
ず
垂
れ
て
半
ば
収
め
ず
」
の
一
句
は
、
い
ず
れ
も
花
の
諸
相
を
細
や
か
に
写
し
取
っ
た

も
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
前
提
と
し
て
、
詩
人
の
花
に
対
す
る
接
近
、
対
象
と
し
て
の
花
を
細
部
に
い
た
る
ま
で
仔
細
に
み
つ
め
よ
う
と
す

る
態
度
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
詩
人
は
小
さ
な
部
屋
で
、
自
身
の
幽
独
に
寄
り
そ
う
花
を
飽
か
ず
眺
め
、「
落
英 

地
に
満
つ
る
も
掃

く
を
須
い
ず
、
一
片
の
蔫
紅
〔
深
紅
色
の
花
〕
也
た
見
る
に
足
ら
ん
（
落
英
滿
地
不
須
掃
、
一
片
蔫
紅
也
足
觀
）
」（
「
瓶
中
淮
陽
紅
牡
丹
落

盡
有
歎
三
首
」
其
三
、
同
巻
四
〇
）
と
述
べ
、
落
花
の
一
片
す
ら
留
め
て
み
つ
め
よ
う
と
す
る
。
ま
た
雪
を
の
せ
た
梅
を
室
内
に
持
ち
込

み
、
雪
を
欺
く
梅
の
白
さ
を
「
喚
び
来
た
り
て
灯
下
に
細
か
に
渠
を
見
れ
ば
、
知
ら
ず
真
箇
に
雪
有
り
や
無
し
や
を
（
喚
來
燈
下
細
看
渠
，



六
一

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

不
知
真
箇
有
雪
無
）
」（
「
燭
下
和
雪
折
梅
」、
同
巻
一
二
）
と
述
べ
て
み
た
り
も
す
る
。
あ
た
か
も
花
の
な
か
に
も
う
一
つ
の
世
界
が
あ
り
、

そ
の
世
界
を
の
ぞ
き
こ
も
う
と
す
る
よ
う
に
、
眼
前
の
花
を
「
細
か
に
看
」
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
楊
万
里
の
瓶
花
詩
の
な
か
で
、
先
に
挙
げ
た
「
瓶
中
梅
花
長
句
」
と
並
ん
で
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
が
、
次
に
挙
げ
る
「
梅

花
数
枝 
両
小
瓷
瓶
に
篸さ

す
、
雪
寒
く
し
て
一
夜 

二
瓶
凍
裂
し
二
水
精
の
瓶
を
剥
出
す
、
梅
花
に
焉こ

れ

に
在
り
、
蓋
し
氷
結
し
て
此
を
為
せ

る
な
り
（
梅
花
數
枝
篸
兩
小
瓷
瓶
雪
寒
一
夜
二
瓶
凍
裂
剝
出
二
水
精
瓶
梅
花
在
焉
蓋
冰
結
而
爲
此
也
）
」（
同
巻
一
二
）
で
あ
る
。
寒
夜
、

梅
数
枝
を
活
け
た
水
が
凍
り
、
陶
製
の
瓶
が
割
れ
て
瓶
の
か
た
ち
の
ま
ま
に
現
れ
た
も
の
を
、
透
明
な
水
晶
の
瓶
（
「
水
精
瓶
」
）
に
見

立
て
て
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

何
人
雙
贈
水
精
瓶
　
　
何
人
か
双
つ
な
が
ら
水
精
の
瓶
を
贈
り

梅
花
數
枝
瓶
底
生
　
　
梅
花
数
枝 

瓶
底
に
生
ぜ
し
む

瘦
枝
尚
帶
折
痕
在
　
　
痩
枝 
尚
お
帯
ぶ
折
痕
の
在
る
を

隔
瓶
照
見
透
骨
明
　
　
瓶
を
隔
て
て
照
見
す
れ
ば 

骨
を
透
か
し
て
明
ら
か
な
り

大
枝
開
盡
花
如
雪
　
　
大
枝 

開
き
尽
く
し
て
花 

雪
の
如
く

小
枝
未
開
更
清
絕
　
　
小
枝 

未
だ
開
か
ざ
る
も
更
に
清
絶

爭
從
瓶
口
迸
出
來
　
　
争
い
瓶
口
よ
り
迸
り
出
で
来
た
る

其
奈
堪
看
不
堪
掇
　
　
其
れ
看
る
に
堪
う
る
も
に
掇と

る
に
堪
え
ざ
る
を
奈
ん
せ
ん

人
言
水
精
初
出
萬
壑
時
　
　
人
は
言
う 

水
精
初
め
万
壑
を
出
ず
る
時

欲
凝
未
凝
如
凍
脂
　
　
凝
ら
ん
と
欲
し
て
未
だ
凝
ら
ざ
る
こ
と
凍
脂
の
如
し
と

上
有
江
梅
花
正
盛
　
　
上
に
江
梅
有
り
て
花
正
に
盛
ん
な
る
と
き

吹
折
數
枝
墮
寒
鏡
　
　
吹か

ぜ 

数
枝
を
折
り
て
寒
鏡
に
堕
と
す

玉
工
割
取
到
人
間
　
　
玉
工 

割
取
し
て
人
間
に
到
ら
し
め
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琢
出
瓶
子
和
梅
看
　
　
瓶
子
を
琢
出
し
て
梅
と
和
せ
看
る

至
今
猶
有
未
凝
處
　
　
今
に
至
る
も
猶
お
未
だ
凝
ら
ざ
る
処
有
り

瓶
裏
水
珠
走
來
去
　
　
瓶
裏 

水
珠 

走
り
来
り
去
る

只
愁
窗
外
春
日
紅
　
　
只
だ
愁
う
窓
外
に
春
日
紅
く

瓶
子
化
作
亡
是
公
　
　
瓶
子
の
化
し
て
亡
是
公
と
作
る
を

　
詩
人
が
こ
の
「
水
晶
の
瓶
」
に
気
づ
い
た
の
は
早
朝
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
ま
る
で
時
を
封
じ
込
め
た
よ
う
に
、
手
折
ら
れ
た
と
き
そ

の
ま
ま
の
痕
を
留
め
た
枝
が
み
て
と
れ
る
。
大
き
な
枝
に
は
あ
で
や
か
に
開
い
た
花
、
小
さ
な
枝
は
可
憐
な
つ
ぼ
み
を
つ
け
て
、
競
い
合

う
よ
う
に
枝
を
伸
ば
し
て
い
る
。
詩
人
は
こ
こ
で
、
眼
前
の
花
か
ら
山
中
の
花
を
思
う
。
こ
れ
は
き
っ
と
、
風
に
吹
か
れ
て
水
に
落
ち
氷

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
梅
の
花
を
、
天
の
玉
工
が
伐
り
出
し
、
瓶
花
に
仕
立
て
た
も
の
に
違
い
な
い
。
よ
く
見
れ
ば
内
側
で
は
凍
り
き
ら
な

い
水
が
珠
と
な
っ
て
こ
ろ
こ
ろ
と
動
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
あ
あ
、
や
が
て
日
が
昇
れ
ば
、
不
可
思
議
の
力
が
生
み
出
し
た
こ
の
水
晶

の
瓶
は
消
え
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。

　
こ
の
詩
の
面
白
さ
は
、
陶
器
を
破
っ
て
現
れ
出
た
「
水
晶
の
瓶
」
の
め
ず
ら
し
さ
、
ま
た
手
折
ら
れ
た
と
き
そ
の
ま
ま
に
封
じ
込
め
ら
れ

た
梅
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
瓶
花
の
な
か
に
不
思
議
な
小
世
界
を
み
つ
め
る
詩
人
の
純
粋
な
―
―
や
や
子
供
じ
み
た
―
―
喜
び
が

溢
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
や
は
り
そ
こ
に
は
、
眼
前
の
花
を
の
ぞ
き
こ
む
よ
う
に
み
つ
め
る
詩
人
の
す
が
た
が
在
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
花
の
凝
視
、
あ
る
い
は
室
内
に
お
け
る
人
と
花
の
対
峙
は
、
た
と
え
ば
「
銅
瓶 

只
だ
挿
す 

碧
桃
花
、
日
び
幽
人
に
対
し
て

静
に
し
て
譁
な
ら
ず
。
爾
が
為
に
細
か
に
観
ん 

氷
雪
の
艶
、
就
中 
便
ち
覚
ゆ
牡
丹
の
夸
な
る
を
（
銅
瓶
只
插
碧
桃
花
、
日
對
幽
人
靜
不

譁
。
爲
爾
細
觀
冰
雪
艷
、
就
中
便
覺
牡
丹
夸
）
」（
陳
文
蔚
「
書
窗
碧
桃
」、『
全
宋
詩
』
巻
二
七
一
六
）
や
、「
氷
を
敲
い
て
自
ら
換
う 

瓷

瓶
の
水
、
梅
花
を
浸
取
し
て
仔
細
に
看
ん
（
敲
冰
自
換
甆
瓶
水
，
浸
取
梅
花
仔
細
看
）
」（
艾
性
夫
「
深
冬
」、
同
巻
三
七
〇
〇
）
な
ど
他

の
詩
人
の
作
品
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
よ
り
早
く
は
た
と
え
ば
北
宋
・
王
安
石
の
「
新
花
」（
『
李
壁
注
』
巻
二
）
に
も
す
で
に
そ
の
存



六
三

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

老
年
少
忻
豫
　
况
復
病
在
牀
　
　
老
年 

忻
豫
少
な
し
、
況
ん
や
復
た
病
ん
で
牀
に
在
る
を
や

汲
水
置
新
花
　
取
慰
此
流
芳
　
　
水
を
汲
ん
で
新
花
を
置
き
、
慰
め
を
此
の
流
芳
に
取
る

流
芳
秪
須
臾
　
我
亦
豈
久
長
　
　
流
芳 

祇
だ
須
臾
の
み
、
我
も
亦
た
豈
に
久
長
な
ら
ん
や

新
花
與
故
吾
　
已
矣
兩
可
忘
　
　
新
花
と
故
吾
と
、
已
ん
ぬ
る
か
な 

両
つ
な
が
ら
忘
る
べ
し

　
老
い
て
病
床
に
あ
る
詩
人
の
慰
め
と
な
る
の
は
、
部
屋
に
置
か
れ
た
瓶
花
の
香
り
（
「
流
芳
」
）
で
あ
る
。
花
を
み
つ
め
な
が
ら
詩
人

の
胸
を
去
来
す
る
の
は
「
過
去
の
自
分
」（
「
故
吾
」
）。
か
つ
て
、
描
か
れ
た
自
分
の
す
が
た
（
「
故
吾
」
）
を
見
つ
め
な
が
ら
、
変
化
す

る
自
分
（
「
新
吾
」
）
と
の
あ
い
だ
に
本
当
の
自
己
と
は
何
か
を
思
索
し
た
詩
人
は
、
こ
こ
で
は
「
新
花
」
と
対
峙
し
な
が
ら
、
も
は
や

消
え
ゆ
く
ば
か
り
の
自
分
を
思
っ
て
い
る
。「
花
」
の
凝
視
が
「
我
」
の
凝
視
に
連
な
る
作
品
で
あ
る

（
9
）

。

　
ま
た
先
に
挙
げ
た
李
彌
遜
や
陳
与
義
の
詩
句
に
も
、
閉
塞
し
た
時
空
の
な
か
で
、
人
と
花
と
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
く
境

地
が
見
て
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。「
人 
太
だ
痩
せ
て
冷
に
奈
と
も
せ
ず
を
憐
れ
む
も
、
自
ら
は
幽
独
を
抱
い
て
愁
容
無
し
」（
「
案
上
梅
」
）

や
「
軽
陰 

映
夕
の
幌
、
窈
窕
た
り
瓶
花
の
紅
。
未
だ
知
ら
ず
　
古
今
の
士
、
誰
か
此
の
心
を
同
に
せ
ん
と
」（
「
西
軒
」
）
な
ど
の
詩
句
か

ら
は
、
眼
前
に
咲
く
「
花
」
の
先
に
、「
我
」
の
内
面
の
凝
視
が
連
な
り
、「
花
」
と
「
我
」、「
物
」
と
「
我
」
と
の
不
分
明
な
境
地
か
ら

立
ち
上
が
る
情
緒
の
な
か
に
読
者
を
誘
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
自
閉
し
た
空
間
に
お
け
る
凝
視
を
通
じ
て
、「
花
」
は
「
我
」
と
な
っ

て
再
び
眼
前
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
楊
万
里
の
瓶
花
詩
に
お
け
る
接
近
は
、
む
し
ろ
詩
人
が
眼
前
の
小
世
界
（
「
小
瓷
瓶
」
）
か
ら
広
い
世
界
（
「
万
壑
」
）
へ
と
想

い
を
致
し
、
そ
の
中
に
展
開
す
る
造
化
の
力
を
思
っ
た
よ
う
に
、
小
世
界
の
凝
視
は
む
し
ろ
広
大
な
世
界
の
発
見
の
よ
す
が
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
例
え
ば
、
韓
淲
の
「
早
霧
」（
『
全
宋
詩
』
巻
二
七
六
四
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。

霧
氣
渾
渾
曉
未
收
　
不
知
苑
外
與
山
頭
　
　
霧
気 

渾
渾
と
し
て 

暁 

未
だ
収
め
ず
、
知
ら
ず
苑
外
と
山
頭
と
を

瓶
花
忽
見
花
梢
濕
　
畫
出
春
風
一
段
愁
　
　
瓶
花 

忽
と
し
て
見
ゆ 

花
梢
湿
り
、
画
出
す
春
風
一
段
の
愁
い
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庭
と
山
中
の
区
別
も
判
然
と
し
な
い
ほ
ど
あ
た
り
一
面
に
た
ち
こ
め
た
朝
の
雲
気
。
瓶
花
を
み
つ
め
る
詩
人
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
部
屋
の

な
か
に
あ
る
は
ず
の
花
ま
で
も
が
、
ほ
ん
の
り
と
湿
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
最
後
の
一
句
は
、
そ
の
驚
き
の
感
覚
を
捉
え
た
も
の
だ

ろ
う
。
も
う
一
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、
郭
印
「
瓶
水
に
数
花
生
じ
、
須
臾
に
し
て
蜂
の
来
り
あ
つ
ま
る
有
り
、
感
じ
て
詩
に
賦
す
（
瓶
水
生

數
花
須
臾
有
蜂
來
集
感
而
賦
詩
）
」（
同
巻
一
六
六
六
）
の
「
花
を
折
り
て
瓶
水
に
養
い
、
老
眼 

聊
か
自
ら
怡
し
ま
す
。
案
置
す 

須
臾
の

間
、
游
蜂 
已
に
枝
に
著
く
。
香
を
嗅
ぎ 

起
ち
て
は
還
た
泊
ま
る
、
𦒃
𦒃
と
し
て
天
機
動
く
。
知
ら
ず 

何
方
よ
り
来
た
り
て
、
神
速 

乃

ち
斯
く
の
如
き
と
（
折
花
養
瓶
水
、
老
眼
聊
自
怡
。
案
置
須
臾
間
、
游
蜂
已
著
枝
。
嗅
香
起
還
泊
、
𦒃
𦒃
動
天
機
。
不
知
何
方
來
、
神
速

乃
如
斯
…
…
）
」
に
も
同
様
の
驚
き
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
楊
万
里
が
氷
に
封
じ
込
め
ら
れ
た
世
界
か
ら
外
界
の
江
梅
を
思
い
、
韓
淲
が
屋
外
の
霧
が
閉
ざ
さ
れ
た
室
内
の
花
に
ま
で
届
い
て
い
る

こ
と
を
詠
い
、
ま
た
郭
印
が
花
の
香
に
誘
わ
れ
て
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
現
れ
た
游
蜂
に
驚
く
の
は
、
い
ず
れ
も
そ
こ
に
、
不
可
視
で
あ
る

は
ず
の
造
化
の
作
用
の
発
動
の
顕
在
化
が
認
知
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
楊
万
里
の
瓶
花
詩
に
お
い
て
、「
我
」
に
よ
る

「
花
」
の
凝
視
は
、
詩
人
（
「
我
」
）
に
造
化
の
働
き
（
「
物
」
）
を
発
見
さ
せ
、
ま
た
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
本
論
考
の
は
じ
め
に
挙
げ
た
北
宋
の
詩
に
す
で
に
「
階
草 

窓
を
侵
し
て
潤
い
、
瓶
花 

硯
に
落
ち
て
香
し
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
ま
た

同
じ
く
北
宋
の
張
耒
が
「
清
香 

硯
水
を
侵
し
、
寒
影 

書
灯
に
伴
う
（
清
香
侵
硯
水
、
寒
影
伴
書
燈
）
」（
「
偶
摘
梅
數
枝
致
案
上
盎
中
芬

然
遂
開
因
爲
作
一
詩
）
」、『
全
宋
詩
』
巻
一
一
八
三
）
と
詠
っ
た
よ
う
に
、
瓶
花
詩
に
好
ん
で
描
か
れ
る
情
景
の
一
つ
に
「
筆
硯
に
落
ち

る
花
び
ら
」
が
あ
る
。
す
で
に
五
代
南
唐
の
詩
句
に
池
塘
の
風
に
散
っ
た
花
び
ら
が
室
内
に
吹
き
込
む
景
と
し
て
「
溟
濛
た
る
雨
は
池
塘

を
過
り
て
暖
か
く
、
狼
藉
た
る
花
は
硯
席
に
飛
び
て
香
し
（
溟
濛
雨
過
池
塘
暖
、
狼
藉
花
飛
硯
席
香
）
」（
李
中
「
吉
水
春
暮
訪
蔡
文
慶

處
士
留
題
」、『
全
唐
詩
』
巻
七
四
八
）
が
あ
り
、
ま
た
花
び
ら
で
は
な
い
も
の
の
、
晩
唐
詩
人
・
杜
荀
鶴
の
詩
句
「
窓
竹 

影
を
揺
ら
す 

書
案
の
上
、
野
泉 

声
は
入
る 

硯
池
の
中
（
窗
竹
影
搖
書
案
上
、
野
泉
聲
入
硯
池
中
）
」（
「
題
弟
侄
書
堂
」、
同
巻
六
九
二
）
も
ま
た
、
外



六
五

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

物
と
書
斎
が
融
け
合
う
光
景
と
し
て
先
行
表
現
の
一
つ
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
落
花
が
酒
杯
に
落
ち
る
「
山

鳥
は
庁
事
〔
役
所
の
広
間
〕
に
下
り
、
簷
花
は
酒
中
に
落
つ
（
山
鳥
下
廳
事
、
簷
花
落
酒
中
）
」（
李
白
「
贈
崔
秋
浦
三
首
」
其
一
、
同
巻

一
六
九
）
な
ど
の
表
現
に
、
そ
の
祖
型
を
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
筆
硯
も
花
も
書
斎
の
机
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
窓
か
ら
吹
き
込

む
風
に
散
っ
た
花
び
ら
が
硯
や
硯
滴
に
落
ち
か
か
る
情
景
は
、
実
景
と
し
て
も
ご
く
自
然
で
あ
る
。
南
宋
か
ら
元
初
に
か
け
て
の
瓶
花
詩

か
ら
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、
た
と
え
ば
「
日
は
簾
影
を
移
し
て
書
案
に
臨
み
、
風
は
瓶
花
を
颭
し
て
花 

研
池
に
落
つ
（
日
移
簾
影

臨
書
案
、
風
颭
缾
花
落
研
池
）
」（
高
翥
「
春
霽
」、『
全
宋
詩
』
巻
二
八
五
八
）、
ま
た
「
東
林 

数
間
の
屋
、
長
え
に
竹
笆
の
籬
に
掩
ず
。

檻
柳 

棋
局
を
払
い
、
瓶
花
は
硯
池
に
落
つ
（
東
林
數
間
屋
、
長
掩
竹
笆
籬
。
檻
柳
拂
棋
局
、
瓶
花
落
硯
池
…
…
）
」（
吳
龍
翰
「
夏
日
書

事
」、
同
巻
三
五
九
〇
）、「
花
担 

移
し
来
る 

錦
繍
の
叢
、
小
窓 

瓶
水 

春
風
を
浸
す
。
朝
来 

墨
を
軽
磨
す
る
に
忍
び
ず
、
硯
に
落
ち
て

香
粘
す 

数
点
の
紅
（
花
擔
移
來
錦
繡
叢
、
小
窗
瓶
水
浸
春
風
。
朝
來
不
忍
輕
磨
墨
、
落
硯
香
粘
數
點
紅
）
」（
方
回
「
惜
硯
中
花
」、
同
巻

三
四
九
九
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
許
棐
（
？
―
一
二
四
九
）
の
「
木
山
父
書
院
」（
同
巻
三
〇
八
九
）
は
、「
占
め
得
た

り
文
房 

一
丈
の
強
、
地 

幽
な
れ
ば
夏
と
雖
も
亦
た
清
涼
。
瓶
花 

誤
倒
し
て 

水 

案
を
侵
し
、
書
葉 

乱
掀
し
て 

風 

床
に
満
つ
（
占
得
文

房
一
丈
強
、
地
幽
雖
夏
亦
清
凉
。
瓶
花
誤
倒
水
侵
案
、
書
葉
亂
掀
風
滿
床
…
…
）
」
と
詠
う
。
静
か
な
書
院
を
吹
き
抜
け
る
風
が
、
瓶
花

を
倒
し
、
書
物
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
ゆ
く
景
は
、「
筆
硯
に
落
ち
る
花
び
ら
」
の
変
奏
と
し
て
と
り
わ
け
清
新
で
あ
る
。
窓
か
ら
吹
き

渡
る
風
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
小
室
が
同
時
に
世
界
と
通
じ
て
い
る
こ
と
の
謂
な
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
や
や
趣
は
異
な
る
が
楊
万
里
が
梅
と
菊
を
硯
滴
（
水
入
れ
）
に
挿
し
、
水
が
花
の
香
気
で
美
酒
に
変
わ
り
、「
陶
泓
」（
筆
の
意
）

が
渇
き
切
っ
た
ら
そ
の
酒
を
酌
み
か
わ
そ
う
（
香
り
よ
い
硯
滴
の
水
を
含
ま
せ
て
詩
文
を
書
こ
う
）
と
詠
う
「
梅
菊
同
に
硯
滴
に
挿
す
（
梅

菊
同
插
硯
滴
）
」（
『
誠
齋
集
』
巻
三
七
）

）
10
（

も
ま
た
類
似
の
表
現
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
情
景
は
実
景
と
し
て
も
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
詩
文
を
生
み
出
す
筆
硯
は
「
我
」
そ

の
も
の
、
も
っ
と
言
え
ば
、
た
と
え
世
か
ら
隔
絶
し
た
生
活
の
中
に
あ
っ
て
も
、
誰
に
も
奪
う
こ
と
の
で
き
な
い
精
神
の
営
み
そ
の
も
の

で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、「
筆
硯
に
落
ち
る
花
び
ら
」
は
、「
花
」
と
「
我
」
と
の
一
体
化
へ
の
希
求
で
あ
り
、
小
さ
な
部
屋
で
豊
か
な
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詩
文
を
生
み
出
し
た
い
と
い
う
切
実
な
願
い
の
象
徴
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
瓶
花
の
あ
る
書
斎
は
、
か
ら
っ
ぽ
に
み
え
な
が
ら
花
の
香
気

に
満
ち
、
閉
塞
し
て
い
な
が
ら
花
の
凝
視
を
通
じ
て
世
界
を
み
る
、「
我
」
と
「
物
」
と
が
交
融
す
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

　
南
宋
・
虞
儔
（
一
一
三
七
―
？
）
は
「
廨
舍
〔
役
所
〕
の
堂
前 

僅
か
に
木
犀
一
株
有
り
、
今
亦
た
開
く
、
為
に
二
絶
句
を
賦
す
（
廨
舍

堂
前
僅
有
木
犀
一
株
今
亦
開
矣
為
賦
二
絕
句
）
」
其
二
（
『
全
宋
詩
』
巻
二
四
六
五
）
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

維
摩
丈
室
無
人
到
　
　
維
摩
の
丈
室 

人
の
到
る
無
し

散
盡
天
花
結
習
空
　
　
天
花 

散
じ
尽
く
し
て 

結
習
〔
煩
悩
の
こ
と
〕
空
し

猶
有
一
枝
秋
色
在
　
　
猶
お 

一
枝
の
秋
色
在
る
有
り
て

明
窗
浄
几
膽
瓶
中
　
　
明
窓 
浄
几 

胆
瓶
の
中

　
そ
れ
は
、
誰
も
訪
れ
る
こ
と
な
い
部
屋
の
瓶
中
に
咲
い
た
一
枝
の
木
犀
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
瓶
花
詩
を
詠
み
終
わ
っ
て
再

び
こ
の
詩
を
み
る
と
、
こ
の
花
は
も
は
や
煩
悩
す
ら
消
え
た
空
っ
ぽ
の
部
屋
の
窓
辺
で
、
何
か
の
恩
寵
の
よ
う
に
存
在
す
る
も
の
、「
我
」

に
残
さ
れ
た
た
っ
た
一
つ
の
光
の
よ
う
に
も
み
え
る
。

　「
瓶
花
」
や
そ
れ
に
類
す
る
表
現
は
、
宋
代
以
後
、
清
朝
か
ら
近
現
代
に
い
た
る
ま
で
継
続
的
に
ま
た
大
量
に
確
認
で
き
る
が
、
い
く

つ
か
の
突
出
し
た
作
品
を
除
け
ば
、
個
々
の
作
品
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
散
漫
な
、
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
い
室
内
描
写
の
一
部
に
し
か

み
え
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
論
考
で
は
そ
う
し
た
一
見
散
漫
な
作
品
群
の
な
か
を
通
貫
す
る
何
か
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
素
朴
な

問
い
か
ら
出
発
し
、
初
期
的
な
考
察
を
試
み
た
。
た
だ
し
、
瓶
花
詩
を
描
い
た
作
者
の
個
別
的
検
討
、
そ
も
そ
も
花
と
縁
の
深
い
仏
教
と

の
関
連
な
ど
、
考
察
の
及
ば
な
か
っ
た
点
は
多
い
。
ま
た
、「
花
の
凝
視
」
に
は
理
学
の
「
観
物
」
の
思
想
が
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
未
検
討
に
終
わ
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。



六
七

「
瓶
花
」
の
あ
る
情
景
　
―
小
空
間
に
お
け
る
「
物
」
と
「
我
」
―

注
（
１
）　
矢
嶋
美
都
子
氏
は
こ
の
作
品
は
「
純
粋
に
杏
花
の
美
し
さ
を
詠
ん
だ
も
の
」
と
述
べ
て
い
る
（「
漢
詩
に
於
け
る
杏
花
の
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
」、

『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
三
集
、
一
九
九
一
）。

（
２
）　「
瓶
花
」
の
習
俗
、
ま
た
花
を
め
ぐ
る
文
化
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
著
作
を
参
考
と
し
た
。
中
田
勇
次
郎
「
中
国
に
お

け
る
挿
花
の
習
俗
」（『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
九
巻
、
一
九
八
六
所
収
）、
佐
藤
武
敏
編
訳
『
中
国
の
花
譜
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
所
収
、

一
九
九
七
）、
揚
之
水
『
宋
代
花
瓶
』（
香
港
中
和
出
版
有
限
公
司
、
二
〇
一
四
）、「
瓶
花
絵
画
賞
析
」（
林
莉
娜
主
編
、
台
北
故
宮
博
物
院
『
百

卉
清
供
　
瓶
花
與
盆
景
畫
特
展
』
図
録 

二
〇
一
八
所
収
）。
ま
た
文
中
、
花
の
名
な
ど
に
つ
い
て
は
明
・
文
震
亨
著
、
荒
井
健
他
訳
注
『
長
物

志
―
―
明
代
文
人
の
生
活
と
意
見
』
第
一
巻
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
所
収
、
一
九
九
九
）
を
主
に
参
照
し
た
。

（
３
）　
常
徳
栄
「
一
箇
宋
型
文
化
符
号
的
解
読
―
―
宋
詩
中
的
酴
醿
」（『
古
典
文
学
知
識
』、
二
〇
一
〇
）
に
よ
る
と
、
鄭
中
剛
は
宋
人
の
中
で
も

酴
醿
の
詩
を
多
作
し
た
詩
人
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
。

（
４
）　
訓
読
な
ど
は
河
上
肇
著
・
一
海
知
義
改
訂
『
陸
放
翁
鑑
賞
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。

（
５
）　
揚
之
水
氏
は
宋
代
に
お
け
る
「
瓶
花
」
の
拡
大
（
日
常
化
と
大
衆
化
）
は
、
士
大
夫
が
独
立
し
た
書
斎
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
ま

た
机
と
椅
子
の
生
活
に
変
わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
生
活
様
式
の
変
化
に
そ
の
理
由
の
一
端
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
宋
代
花
瓶
』）。

（
６
）　
辛
更
儒
・
伊
永
文
「
韓
淲
生
平
及
其
澗
泉
詩
考
略
」（『
中
国
典
籍
與
文
化
』、
二
〇
一
一
）
参
照
。

（
７
）　
白
敦
仁
校
箋
『
陳
與
義
集
校
箋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
参
照
。

（
８
）　
楊
万
里
に
よ
る
花
へ
の
接
近
、
そ
の
細
部
へ
の
関
心
は
、
岩
城
秀
夫
「
瓶
中
梅
の
詩
」（
創
文
社
『
中
国
人
の
美
意
識
』
一
九
九
二
所
収
）

の
な
か
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）　
拙
論
「
此
物
は
他
物
に
非
ず
―
宋
代
写
真
詩
と
王
安
石
『
真
讃
』『
傳
心
自
讃
』」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
三
十
七
号
、

二
〇
一
八
）
参
照
。

（
10
）　
原
文
は
「
兩
枝
殘
菊
兩
枝
梅
、
同
入
銀
甖
釀
玉
醅
。
待
得
陶
泓
真
箇
渴
、
二
花
酒
熟
與
三
杯
」。


